
金沢工業大学オリエンテーリング・トレイルランニングクラブ 

 

日本学生オリエンテーリング選手権大会（インカレ） 

ミドル・ディスタンス、リレー競技部門（2017 年 3月） 
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公式プログラム（要項 3）より 

公式報告書より 

（リレーで優勝した金沢大学アンカー大竹選手） 
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１．成績（Lapcenter より） 

 

◆ミドル・ディスタンス競技部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男子選手権 女子選手権 

女子新人 WUF                   

男子一般 MUA1 男子一般 MUA2 

男子一般 MUA3 
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◆リレー競技部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子一般  

女子選手権 

湯上選手は北海道大学からの助っ人 

（金沢工業大学と北海道大学の混合チーム） 
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男子 

選手権 

  ミス率（Lapcenter） 

1 走 木下 18.0％ 

2 走 植木 35.4％ 

3 走 青木 タイムアウト 

（21-17 番不通過） 
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[参考データ] 前年（2016年 3月）のリレー成績（Lapcenter より） 

     ミス率 

1 走 中村 31.4％ 

2 走  今  13.9％ 

3 走 木下 11.9％  

 Lapcenter より 
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Eカード読み取り渋滞 

1分 30秒 

Eカード読み取り渋滞 

8分 30秒 

参考までに前年（2016年 3月）併設大会 ORL 

併設大会 ORL 



7 

 

２．参加した部員より報告 

 

2016年度インカレミドル・リレーについて   青木惇平 

 昨年のインカレではミドル・リレーの両方とも完走することができなかった。原因はと

もに地図読みにあると考えられる。ミドルでは、道で方向を間違えたり、下手に藪の中に

入り、現在地を見失ったりした。一番時間のかかった区間では自分の前に見ている道が、

地図の上では折りたたまれており見えていない状態であった。それに気が付くのにかなり

の時間を要したため、時間内に完走できなかった原因の一つであると考える。リレーは繰

り上げスタートであった。前半は、不適切な舗装道に出たり、後半では無駄に上り下りを

したりしていた。時間がなかったためかなり焦っていたのだと考える。 

 これらを踏まえて、次のインカレミドル(翌週であるが)ではスタートのポストについたら、

まずゆっくりと、どの方向を向いているのか、また、周囲や全体がどのような地形かを地

図で確認しようと考える。今までのレースではスタートから前半にかけて迷うことが多く、

その原因は地図をしっかり見ずに走り出すか、焦っているからであると考える。そこでス

タート直後に落ち着くために地図を読むことを春合宿、インカレで行うように心がける。 

（2018 年 3 月 4 日） 
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３．おまけ 

 

◆2017年度インカレ（2018年 3月）に向けた意気込み 

 

長山真也 

ミス率を下げる為に位置を見失わないようにしながら完走したい。 

 

藏西伸哉 

完走できるように頑張ります。 

 

久保翔平 

合宿での先輩方のアドバイスを振り返り、自分のなかで満足の行く走りをしたいと思いま

す！ また、木下さんに思い出に残る大会になってほしいです！ 

 

 

 

◆インカレに参加しない部員からの応援メッセージ 

 

齋藤友加より 

怪我をせずにベストを更新できるよう、頑張ってください！応援してます！ 

 

大塚茉由子より 

・木下さんは工大として出るインカレは最後だと思うので悔いないよう楽しんでください。 

・青木くんは、私はよく分かっていませんが、内務などの仕事も頑張ってください。あと

先輩として後輩への指導やアドバイスも行い、面倒をみてあげましょう。 

・植木くんは、そのマイペースな感じで部内を笑いに変えてください笑 

・長山くんは、私は凡ミスやタッチミスが多いからなんとも言えませんが、ミスさえなけ

れば足がはやいのでいいタイムが期待出来ると思います。インカレは落ち着いて走りきっ

てください。 

・久保くんは、私の記憶では前の選手権大会？でしたっけ、最初のタッチミスさえなけれ

ば結構いいタイムだったと思ったので、インカレでも怪我なく頑張ってください。 

・蔵西くんは、確か全日本大会？では途中危険になってしまったと記憶してます。間違っ

てたらごめんなさい。私はそうでしたが、どんなに時間かかっても走り終わったらなんだ

かんだスッキリします。時々心折れますが(笑)、インカレでも怪我なく頑張ってください。 
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◆その他、2016年度の思い出 
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